




要約:小児の在宅人工呼吸(Home Ventilation Care:以下 HVC)に関する初めての全国の規模

での実態調査を行なった。HVC 実施例は 49 例(35 施設)で、基礎疾患は神経筋疾患、中枢性

呼吸障害、肺・気道疾患など多岐にわたり、全年齢層に分布していた。実施症例数は年々

増加しており、潜在症例数も多いが、家族に対する精神的、肉体的、経済的サポート体制

は全く不十分と言わざるを得ない。早急に体制、制度を整備することが必要である。 


